福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	福井県芦原温泉について

	学会名
	第４０回北陸信越薬剤師学術大会

	発表者名
	田中　博義　（保健衛生部）

	開催場所
	朱鷺メッセ（新潟市）

	開催日時
	平成１９年１１月３日（土）

	発表内容
	　芦原温泉58泉源について解析を行なった。35泉源が中性(pH6～7.5)で、うち24泉源が高温泉(42℃以上)、さらにそのうちの5泉源が溶存物質10g/Kg以上の高張性であった。弱アルカリ性(pH7.5～8.5)は21泉源、アルカリ性(pH8.5以上)は2泉源のみであった。

泉温、pHは溶存物質との間に相関がみられ、相関係数はそれぞれｒ=0.79、ｒ=-0.62であった。Na+、Ca2+、Cl-濃度間にはｒ=0.9以上の相関がみられ、SO4 2-濃度とNa+、Ca2+、Cl-濃度間ではｒ=0.53～0.62の相関がみられた。

mval%と泉温の相関結果はCa2+、Cl－が正の相関、Na+、SO4 2-が負の相関に、mval%とpHの相関結果は泉温と逆の結果になった。

　これらのことから、芦原温泉はNa―Cl泉、Na―Cl･SO4泉、Na･Ca―Cl泉と多様な泉質が見られ、その原因はCa2+mval%、SO4 2-mval%の増減によるためであった。

※mval%：泉質を決定づける一番大きな要素である各イオンが何％含んでいるかを表す単位。


